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コンピューターネッ トワークの利用につ

いては、本学会の前身である生物リ ズム研

究会の会誌 2巻 1号で興味深い記事 (文献

5.8)が掲載されており、これを機にコン

ピューターネッ トワークに関心を持たれた

方々も多いのではないだろうか。ここでは、

生物学 ・神経科学の関連分野における コン

ピューターネッ トワークを利用した情報交

換について、私自身が体験したものをいく

つか簡単に紹介しようと思う。

I .インターネットの電子ニュー

ス(文献 1-3，6-8， 10， 17) 

電子ニュース (NetNews)は電子掲示板

h-a-take@sci.shizuoka.ac.jp 

NBD0207 3@niItyserve.or.jp 

(BBS)とか電子会議室とも称されるもので、

テレビや新聞のような情報を受け取るだけ

の一方的メディアではなく 、情報が両方向

的に流れる(例えば実験方法のQ&Aや実

験結果の質疑応答 ・意見交換などがなされ

る)場として機能し うるものである。各種

のテーマ毎にニュースグループが存在 し、

その中で繰り広げられる情報交換 ・議論に

各人が自 由に参加(購読・投稿)するこ と

ができる(文献 9)。最近の東京大学大型

計算機センターニュース(文献 2) を見る

と、電子ニュースの使用法解説があり 、か

なりの数のニュースグ、ループが紹介されて

いる。その中から生物系のものを抜粋する

と以下のようになる。

[インターネット電子ニュースの生物系ニユースグループ例]

fj.sci.bio Discussion on biology 

fj.sci.misc Discussions about science not cover巴delsewhere 

sci.med.aids AIDS: treatment， pathology/biology of HIV， 

preventlOn 

sci.med.physics Issues of physics in medical testing/care 

SCl.m lSC Short-lived discussions on subj巴ctsin the sciences 

上記中 fj.で、始まるニュースグループは原則

として圏内(日本語)の記事で、 sci.で、始
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れるものである。 これらの他にも、米国

GenBank (IntelliGenetics社が運営)が提

供している電子ニュースシステム bionet

があり、ここにも多くの生物学 ・神経科学

系ニュースグループ(例えば

bionet.n巴ur・osclenceなど)が登録されてい

る(文献 1，3，6，7，9，10)。

これら fjや bionetの電子ニュースは、

いずれも東大大計センターの高11システム

(tansei)やその他いくつかの UNIX マシン

(ニュースサーノ元一)上で読むことができ

るが、これらのシステムにアクセスできな

ければ電子ニュース利用も不可(最近まで

基本的には不可能だったといった方が正確

かもしれなし、)。 しかし、最近では商用ノ号

ソコン通信ネットワーク (NIFTY-Serve 

や CompuServe，PC-VANなど)の利用者

でも手i怪に電子ニュースを利用できる状況

が整ってきた。

そのひとつが癌センターの水島洋氏によ

り確立された News-to-Mai 1ゲートウェイ

システムである。 これを利用することに

よって電子ニュースを電子メー/レとして受

信し、メール送信で、ニュースに投稿できる

ようになる(文献 1，17)。この方法ではイ

ンターネッ トに接続せずして'竜子ニュース

が利用可能なため、 UNIX コマンドを全く

必要としない。使い慣れたノ号ソコン通信上

のメール送受信さえできればよい。 この

ゲートウェイシステムを利用するには、イ

ンターネッ トとメールの交換が可能なノ号ソ

コ ン 通 信 システムから news-

request@ncc.go.jp宛に rsubscrib巴ニュー

スクソレーフ。名j と書いたメールを送るだけ

でよい 。 つまり、 NIFTY-S巴rve から

fj.sci.bioのニュースを購読したい場合は、

送信先を r INET:news-

r巴quest@ncc.go.jPJ ，本文を rsubscrib巴
fj .sci. bio Jとしてメーノレ送信すればよい。

ニュース利用をやめる際は、同じ宛先に

r unsubscribeニュースグノレープ名 Jの

メーノレを送信する。また、 この gateway

システムへの質問などは help@ncc.go.jpへ

送信すれば、管理者が対応してくれる。

このゲー トウェイシステム利用の際に注

意すべき点は、頻繁にメーノレチェック(不

要な受信メ ールの削除処理)して自分の

メールボックスを溢れさせないようにする

ことである。パソコン通信のシステムに

よってはメ ールボックスの容量がかなり少

ない場合がある (NIFTY-Serveなら拡張

しても 50通まで)ので、活発なニュース

グノレープを利用すると次々に送られてくる

ニュースですくーに容量オーバーとなり、新

着ニュースがはじき返されてしまうことも

ある。私自身は、このシステムを利用して

bionet.neuroscienceと fj.sci.bioのニュー

スを NBD02073@niftyserve.or.jpのア ド

レスで受信 していたが、これらのニュース

グループでは多いときには一日に 1O~20

件の新着記事が登録されるので、メー/レ

ボックスの容量オーバー回避のために 1 ~

2日毎のメーノレ処理が欠かせなかった。

なお、 一部の商用ノ号ソコン通信ネット

ワークでは、まだ利用できるニュースグ

ノレープは限られているものの、電子ニュー

スの閲覧サービスが始まっている。例えば、

NIFTY -Serveでは fjで始まるニュースグ

/レープと株式会社インターネットイニシヤ

ティブ(Il])が運営する tnnのニュースグ

ノレープの一部が 1994年 10月 13日から利

用可能となっている。

II. NIFTY -Serve上 のバ イ オ

フォーラム FBIO (文献 3，6， 7， 

11-13， 15， 18， 21) 

FBIO は商用ノ号ソコン通信ネ ッ トワーク

NIFTY-S巴rve内の自然系フォーラムのひ
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とつとして存在し、 H 医学生物科学関連情

報交換および研究支援システムH として研

究者有志により運営されている Bio-Net

(文献 15) である。参加登録者は約

13，000人にのぼり、電子会議室では生物

学 ・医学分野の研究結果に関する議論、実

験方法 ・コンピューターについての質問、

研究会 ・公募の案内など情報交換が活発に

行われ、データライブラリには多くの研究

支援用ソフ トウェア (DOSマシン用 -

Macintosh用)が収容 ・公開されている

(文献 3，6，7)。

また、この FB10 には神経科学の分野で

[Bio-Net神経科学分科会会員の専門領域例]

実際に仕事をしている研究者にのみ開放し

ているクローズドな電子会議室 (Bio-Net

神経科学分科会 CUG) がある。この分科

会は、神経科学のより専門的な話題の交流

をFBIOの CUG上で行おうとするもので、

同じ専門分野の読み手を信頼して本音の情

報交換を目的とするため、 「神経科学の分

野を主な研究領域としている方Jを限定参

加の対象としている(文献 13，18)。参考

までに会員の専門領域と CUGでの活動の

一部を以下に列挙する(文献 11，12)。

細胞生物学一一一一一一神経細胞の栄養因子

解剖学一一一一一一一一大脳皮質神経細胞の解剖学

神経行動学一一一一一一一下等脊椎動物の神経行動学

神経生理学一一一一一一一一一ウミウシ神経系の学習過程，

海馬での長期増強，小脳で、の長期抑制

神経薬理学一一一一一一一神経伝達物質受容体の薬理学

オピオイド，グリシン，アセチルコリン

細胞内情報伝達機構

神経化学一一一一一一一脳虚血やNMDA受容体を介する神経細胞死

カテコラミン酵素の免疫組織化学

神経内分泌一一一一 ラット性行動における神経内分泌機序

ペプチド産生ニューロンの神経修飾作用

神経病理学一 一一一痴呆の神経病理学

臨床神経学 ・精神医学 パーキンソン病， AL S，てんかん，

うつ病，精神分裂病，抗痴呆薬の開発，

抗うつ薬の薬理作用，抗精神病薬の血中濃度，

事象関連電位

[Bio-Net神経科学分科会 CUGでの活動例]

[シンポジウム紹介]

「脳機能の解明」ー 21世紀に向けてー
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仙台郊外の秋保温泉 6月 4-5日

東北大赤池教授主催

[ニュース紹介]

アノレツハイマー型痴ほうで女性ホノレモンが症状を改善

イヌの「ぼけ」に初の診断基準

米研究者が異例の宣言 脳解明へ研究目標掲げる

[文献↑青報交換]

新型Caチャネル BI-1、BI-2

T 1 P S Rec巴ptorNomenclature Supplemenl 1993 

ハンチントン舞踏病遺伝子

[実験情報交換]

カルシウムチャネノレのフ、ロッカー

ホー/レセルレコーデイング

[オブライン ]

国立精神神経センター

本分科会は CUG以外の活動として、公

開オンラインセミナー (RTCセミナー)

を 1994年 6月から始めた。このセミナー

では、担当者が各専門分野のホットな話題

(下記のテーマ一覧参照)について紹介し、

圏内 ・国外からのアクセス参加者と の質疑

応答をオンライン(R巴a1Time Conference) 

でjJJ;めている。同様の試みはインターネッ

ト上でも行われており(文献 21)、今後

は本分科会の RTCセ ミナーをインター

ネット上に場所を移して、より多くの研究

者の参加を募ることも検討中である。

RTCセミナーは、今のところ隔週の金

曜 23時(日本時間)から約 1時間の予定

で開催されており 、分科会メンバーでなく

ても参加可能である。セ ミナーの開催予定

は、予め FBIOの第 2会議室仏1ES02)ある

いは第 9会議室(MES09)に掲載されること

になっているので、関心のある方はそちら

をご覧いただきたい。

[Bio-Net神経科学分科会 RTCオンラインセミナーの担当者 ・テーマ一覧]

第 1回 94/06/06(月)曽良一郎 fNeurotransmitter Transporter J 

第 2回 94/06/20(月)林敬 「脳虚血による細胞障害の機序J

第 3回 94/07/04(月)中村史雄 fG蛋白質Hγ サブユニットの機能J

第4回 94/07/18(月)曽良一郎 「薬物依存J

第 5回 94/08/01(月)竹内浩昭 f ~鳥鳥における嚇り 学習と記憶J

第6回 94/08/29(月)赤木宏行 「神経伝達物質のイオンチャネノレ型受容

{本(ionotropicreceptor)J 

第 7回 94/09/09(金)竹島多賀夫 「神経変性疾患(特にパーキンソン病)

の臨床的な話と神経栄養因子の概説J
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第8巨I94/10/07(金)富岡佳久 ・中村仁 「ポジトロン核種を利用する向

精神薬剤の研究について ポジ 卜 ロン~亥種とは

-基礎編から一」

第 9回 94/10/21(金)植木浩一郎 「非線形ニューラノレネットワークを用

いた神経情報処理の研究J

第 10回 94/11/18(金)山本光三 「抗痴呆薬の来し方行く末」

第 11回 95/01/06(金)竹内浩昭 「アホロー トル摂食行動の神経行動学的

解析・側線系と味覚系の役割」

第 12回 95/02/10(金)金子周司 「オピオイドレセプターの細胞内情報伝

達系の多様性一卵母細胞翻訳系を用いた解析-J

第 13回 95/02/24(金)大野欽司 r congenital myasthenic syndromes (自

己免疫機序を介さない先天性の重症筋無力症) J 

第 14回 95/03/10(金)阿部秀樹 「無尾両棲類における摂餌行動の神経機

構.運動視覚情報処理を中心lこして」

神経科学分科会への参加申し込みの方法

は、 「所属j と「神経科学の研究領域Jを

記した下記のような申し込みメールを、 5

人の世話人(GBE0070 赤木宏行 ，

NCC00506金子周司， NBD02073竹内浩

昭， SGC00510林敬， GGH03607山本光

三 ) の うち誰か一 人 と世 話人 代 表

(PDE00477曽良一郎) へ計 2通送信す

ることとなっている(文献 13，18)。

[Bio-Net神経科学分科会の参加申し込みメール例]

[氏名 ]

[所属 ]

[勤務先 ]

[TEL] 

[FAX] 

[ E-mail ] 

{専門分野]

日本 太郎 (ひのもと たろう)

(財)薬物依存研究所分子遺伝学

〒550 静岡県富士市桜町葵 3丁目

0123-45-6789 

0123-45-6799 

hinomoto@neurosci.or.jp 

コカイ ンの薬物依存形成メカニズムを遺伝学的に研究。

Recommbinant lnbred strainを用いて quantJtatJve

trait loci (QTL)法を使いコカイン依存と関係すると

思われる遺伝子を mappmgしている。

最近 NIFTY-Serv巴では国内 ・国外のイ

ンターネッ トドメイ ンとのメーノレ交換(相

互送受信)が可能になり、 また、 インター
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ネットから telnetコマンドでの NIFTY-

Serveアクセスもできるようになった。イ

ンターネットから NIFTY-Serve の IDへ



メール送信する際は、宛先の記述を

NIFTY -ServeのIDfこ@niftyserve.or.jpを

つけた形式(例えば

NBD02073@niftyserve.or.jp )とする 。

teln巴tでのアクセスの|燦は、 telnet

r2.niftys巴rve.or.jp または t巴lnet

192.47.24.5の入力後、 ConnectionID:の

入力プロンプ 卜に対して SVC  (全角日本

語入力)で答え 、 次の UserIDと

Password:の入力プロンプ卜に対してそれ

ぞれ半角文字入力すればよい。

ill. ニューロエソロジー談話会で

流している電子ニュース(文献 3，

4， 14， 16) 

ニューロエソロジー談話会は、ニューロ

エソロジー(Neuroethology，神経行動

学)の発展と学術交流を図る目的で、シン

[ニューロエ ソロジー談話会事務局]

ポジウム ・ワークショップなどの企画 ・開

催や情報交換のためのニュースレター ・電

子ニュース発行などの活動を行っている

(文献 14)。この談話会に入会してメー

ルアドレスを登録すれば、神経行動学 ・神

経科学 ・行動生物学の関連情報が電子

ニュースのメ ーノレとして受信できるように

なる。アドレスは、インターネ ットと日本

語のメ ール交換ができれば学術情報セン

ターや国内外のパソコン通信ネットワーク

のものでよい。また、この電子ニュースは

学術情報センタ ーの電子掲示板 NACS1S-

BBS (後述)にも転載(一部は NIFTY-

Serv巴の FBIOにも転載)されてお り、談

話会メンバーでなくても見ることができる

(文献 3，4，16)。

なお、 ニュー ロエソロジー談話会への入

会に関しては、 下記の事務局に問い合わせ

いただきたい。

〒102東京都千代田区紀尾井町 7-1 上智大学生命科学研究所

TEL: 03-3238-3490 (青木清) ， FAX: 03-3238-3490 or 3885 

E-mail: neuro@hoHman.cc.sophia.ac.jp 

IV. 学術情報セ ンタ ーの電子掲示

板 NACSIS-BBS(文献 3，4，6， 7， 

9， 16， 19，20) 

学術情報センターは、 大学ーなど の研究者

の学術研究活動を支援するするためオンラ

イン情報検索サービス (NACSIS-1R ホス

ト名 ir.nacsis.ac.jp)や電子メールサーヒス

ACSIS-MAIL: ホスト名

simail.nacsis.ac.jp) ，電子掲示版サービス

(NACSIS-BBS)，ディレクトリサービス，

公開情報サービ ス(anonymousFTP)，ネッ

トワークニュースサービスなどを提供して

いる(文献 6，7，9，20)。 この NACSIS-

BBSには8つの大項目があり、その中の一

つである特定ク、ループ利用者掲示板 (CUG)

のボード上に「ニューロエソロジー談話会

/比較内分泌学会」の CUG

(BBS.CUG.jANjSCE)が開設されている。
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ここでは、その下位ボード

(BBS.CU G.] AN ]SCE.]SCE)に日本比較内

分泌学会で発行した最新のニュースの内容

が全て掲載され、もうひとつのボード

(BBS.CUG.]AN]SCE.]AN)にニュー ロエソ

ロジー談話会で発行 した電子ニュースが転

載されている(文献 3，4，16)。いずれの

ボードも学会員 ・メンバー以外の方で、も読

めるので、 興味をお持ちの方はご覧いただ

きたい。

なお、NACSISは公衆電話回線から直接

接続あるいは学術情報ネットワークアクセ

スポイント経由接続での利用だけでなく、

インターネット経由の telnetコマン ドによ

る接続も可能となっている。学術情報セン

ターシステムの利用申請についてはセン

タ一発行の手引き(文献 19，20) を参照、あ

るいは学術情 報センタ ー 共同 利用課

(TEL: 03-3942-6933 or 6934; F AX 

03-3942-6797)へ閉し、合わせいただきた

。、
B
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